
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 

 

きらり４月号（2026）Vol.192 
発行元：大牟田市社会福祉協議会 
〒836-0815 大牟田市瓦町 9-3 
電話 57-2519  FAX 57-2528 

E-mail：omshakyo@omshakyo.or.jp 

 

Information 

＊＊＊＊＊＊＊  ご寄贈・ご寄付ありがとうございました ＊＊＊＊＊＊＊ 

行政書士相談 ４月１５日（水） 32-8851 

 

令和８年度 大牟田市社会福祉協議会 事業計画 重点施策 

【編集後記】 

 ハルですね！桜が咲き明るくなる半面、春の歌はどこか物悲しい。出会い、別れ、恋心、友情、青春。誰もが通る道
として心に響きます。この時期なぜか、浜田省吾さんの『１９のままさ』を思い出します。 
 社会では大小の新生活が始まり、心が大きく動く季節です。一年の区切りという意味でも、木の年輪と重なります。
春を愛する人は心清き人と言われますが、『清きピュア』な心こそ、人の成長の源と思います。より深い年輪を刻める
よう、清らかな心を忘れずに新年度に向かいましょう！ 
 ＷＢＣ決勝は、アメリカ対ドミニカ、最高レベルの戦いは圧巻でした。白い歯がこぼれていたサムライには苦い薬に
なったと思います。さておき、『春爛漫・桜満開』、皆さま、私自身、令和８年度こそ良い年になりますように！ 

（総合生活支援課 久間） 
seikatu 

１.社会的孤立に関する様々な取組みに努めます 
 地域社会や家族形態の変容により、様々な場における人と人とのつながりの希薄化
が進んでいます。このような状況の中にあっても、すべての人が孤立することなく、そ
れぞれの置かれた状況に応じ、安心して生活を続けることのできる社会の実現が求め
られています。本会に設置している「生活支援相談室」では、生活に困っている本人の自
己選択、自己決定を基本にしつつ、必要な支援を提供し、経済的自立のみならず、その
人なりの自立を目指して、関係機関と連携・協働しながら寄り添った支援を行っていき
ます。また、引き続き、不登校・ひきこもり支援にも積極的に取り組みます。 

ひきこもりサポーター養成講座 

２.担い手不足を解消するような取組みに努めます 
 地域福祉を推進していく上で、重要となるのは「担い手」の確保と育成です。 

これまで、市民後見人や生活支援員、キャロットサービス協力会員など、多様な担い

手の養成に取り組んできました。今年度も、これらの取組みを継続するとともに、地域

活動や福祉活動に参加する意義や役割に理解を深める機会を設け、地域共生社会への

参加につながる動機づけを行います。 

 併せて、福岡県が進める「７０歳現役社会づくり事業」の趣旨を踏まえ、高齢者がこれ

までに培ってきた知識や経験、技術を地域社会で活かすことができるよう、活躍の場の

創出や参加しやすい仕組みづくりに積極的に取り組みます。 学習支援ボランティア意見交換会 

３.権利擁護に関する様々な取組みに努めます 
 認知症、知的障がい、精神障がい等により判断能力が不十分なために日常生活に
困っている方が地域で安心して暮らし続けることができるよう、成年後見センター
及び日常生活自立支援事業を一体的に推進することを目的として、「大牟田市権利
擁護センター」を設置し、権利擁護支援に取り組んできました。 
 今年度も、これまでの取組みを継続するとともに、身寄りない高齢者等が増加して
いる現状を踏まえ、誰もが安心して地域で生活を続けることができるよう、また、将
来に向けた備えとして死後事務委任サービス（葬儀・納骨・各種届出等）及び見守り
サービス等の事業に取り組みます。 成年後見フォーラム 

❶家計改善支援事業（大牟田市受託事業） 
 家計収支の均衡が取れていないなど家計に課題を抱える人に対し、相談者と一緒に家計状況の見える化などによる家
計状況と課題の把握を行います。専門機関と連携し、家計再生の計画を立てて、家計管理能力の向上を支援します。 

４.交通弱者に対する取組みに努めます 
本市においても、運転免許証の返納や地域公共交通サービス縮小等を背景に、日

常的な移動手段の確保が困難な、いわゆる交通弱者が増加しています。 
とりわけ、日常生活に欠かすことのできない買い物に関する支援ニーズは高まって

おり、支援体制の整備が求められています。このため、前年度に引き続き、買い物支
援のモデル校区における地域住民をはじめ、地域組織、生活支援コーディネーター、
協力関係機関等と連携しながら、地域の実情に応じた支援の在り方を検討し、持続可
能な買い物支援の仕組みづくりに取り組みます。 コンビニによる移動販売サービス 

令和８年度 新規事業の取組みについて 

❷身寄りのない高齢者等支援事業（大牟田市受託事業） 
 身寄りのない高齢者等の方々が増えており、入院や施設入所の手続き、身元保証、さらには死後の葬儀、納骨、各種手
続きを支援します。安心して暮らし続けられるよう、終活に関する相談や支援を専門機関と連携し支援していきます。 

❸子育て世帯訪問支援事業（大牟田市受託事業） 
 家事や子育て等に対して、不安や負担を抱える子育て（妊産婦、多胎児、ヤングケアラー等）がいる世帯を訪問支援員が
自宅を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・子育て等の支援を実施することにより、子育て世帯
の養育環境を整えます。 

３月１２日 コルディアーレ大牟田農園様、３月１９日 ＪＡみなみ筑後女性部様、より野菜・食料品等をご寄贈をい
ただきました。３月２５日 三井金属株式会社 レアマテリアル事業部様より、高額のご寄付をいただきました。 
本会が実施する不登校・ひきこもり支援事業、子育て支援事業、生活困窮者支援事業、子ども・地域食堂等に活用

させていただきます。いつもありがとうございます。 

特別養護老人ホームこもれびの入居者様は、毎日の生活の変化が少なく、単調な

日々を送りがちです。そこで、一年の始まりを感じ、また入居者様に馴染みのある習

慣ではないかと考え、初詣ができるよう”神社作り”を発案しました。離床時間の拡大

や手指の機能改善、座位姿勢の耐久性向上など、個々の身体状況に合わせながら、リ

ハビリとして作業活動を提供しました。実際に完成すると、「初詣できてよかった。」と

話される方やもともと日課でお参りに行く方、また施設内を車いす自走でお散歩され

るついでにお参りしていく方など、生活の中の刺激となり、大変喜ばれた様子でした。

今回の活動を企画するにあたり、すべて牛乳パックや新聞紙、段ボールなど、施設で 

処分するものを材料にし、本物の初詣に近い体験ができるよう、神社の鈴やおみくじ、賽銭箱など細かいところまでこ

だわりました。初めお賽銭を集める予定はありませんでしたが、お参りされる利用者様や面会に来られたご家族様が増

え、自然と貯まっていきました。お賽銭をどう活用するかを職員間で話し合った結果、地域の社会福祉のお役に立てれ

ばと大牟田市社会福祉協議会へ寄付することになりました。今後も大牟田市の福祉活動を担う一員として活動が継続

できるよう、努めてまいります。  （特別養護老人ホームこもれび 主任 藤好 ゆかりさん（作業療法士））からの投稿 

３月２日 特別養護老人ホーム 

こもれび様からのご寄付に至った経緯 

コルディアーレ大牟田農園 様 
三井金属株式会社 

レアマテリアル事業部 様 JA みなみ筑後女性部 様 
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不登校・ひきこもり家族支援セミナーを開催しました 

  就労支援セミナ―を開催しました 

こんなに小さかった君たちが 

３月３日、甘木山学園で、「おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議」

を開催しました。当日は、市内の１０校区の子ども食堂代表者や関係者

等、約３０名が参加しました。開会に先立ち、甘木山学園の堺施設長より、

令和７年度子ども食堂運営助成金が、各子ども食堂代表者に直接手渡さ

れました。子ども食堂代表者からは、甘木山学園に対して、「お米や食材

等、全てが物価高騰する中、甘木山学園の助成金は非常に助かります」と

感謝の言葉を述べられました。 

助成金交付式後は、１０校区の子ども食堂の「令和７年度運営状況報

告」と「意見交換会」がありました。どの校区も、子ども食堂運営について

の創意工夫、ユーモアな取組みについて、熱く話されていました。 

※「おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議」は、甘木山学園と社会福

祉協議会が共同で事務局を担っています。 

 

 

 

 

 

【お問合せ・お申込み先】  電話または、右記の二次元コードからお申込みください。 

地域福祉課 ボランティアセンター     < 32-9033> 

 

「ボランティア養成講座」開催！！  

とき：令和８年５月１８日（月）１０時～１２時 

場所：大牟田市総合福祉センター ２階 大会議室 

ボランティアをやってみたいと思っている方、何
かはじめてみようかなと思っている方向けの講座
です。地域には、あなたの『力』を必要としている人
がたくさんいます。あなたの『力』を地域の『力』に
変える第一歩を一緒に踏み出してみませんか？ 
たくさんの方のご参加をお待ちしています。 

≪第１部≫ 
【内 容】 「一歩踏み出す、新しい自分」 
～ボランティアの始め方・ボランティアの心構え～ 

【講 師】 堺 婦小与さん  
（子育て交流ひろば「れもんぐらす」代表 他） 

≪第２部≫ 
【内 容】 社協内ボランティアの種類や事業の説明 
【講 師】 社協職員 
まずは、お気軽にのぞいてみてください。 
 

お申込みは 

こちら→ 

堺 婦小与さん 

何かをはじめたくなる、新緑の季節！ 
“ボランティア養成講座”を開催します 

 

３月１４日、大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議（事務局：大牟田市社会福祉協議会）主催による「不登校・ひきこもり

家族支援セミナー」を大牟田恵愛園にて開催しました。在籍生の約８割が不登校経験者である立花高校の齋藤眞人校長先

生を講師にお迎えし、「それでよかよか～共感から始まる安心して生きられる社会へ～」をテーマにご講演いただき、当日

は、不登校・ひきこもり当事者の家族をはじめ、サポーターや学校関係者、支援機関職員など９０名を超える参加がありま

した。 

“校長ちゃん”の愛称で親しまれている齋藤先生からは、「心の癒し」に重点を置いた教育 

の実践や、相手に寄り添う共感的理解の大切さについて、温かいエピソードを交えながら、

楽しく分かりやすくお話ししていただきました。このセミナーは、不登校・ひきこもりサポー 

ターフォローアップ講座も兼ねて実施したもので、当事者や家族支援に関わる方々にとって

も多くの学びを得る有意義な研修となりました。  

参加された皆さんの声～アンケートより～ 
■涙が出ました。どんな映画より感動しました。 
■自分は子ども達の声をちゃんと聴けていただろうかと考えさせられました。「頑張れ」の言葉を「頑張ってるね」
に変えていこうと思いました。 

■支援者として普段子どもたちに関わっていますが、自分自身が勇気づけられる、励まされるお話でした。 

■私たちの思い込み（学校へ行く、働くなど）や当たり前を、再度考える良い機会となりました。 

「おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議」を開催しました！ 
 

新たに「羽山台子ども・地域食堂（仮称）」 がオープンします！ 
 

これからの未来が笑顔であふれますように 

３月２０日、歴木保育所の卒園式が行われました。天気に恵まれ、晴れ晴れとした表情で卒園証書を受け取った２２名

の子どもたち。胸を張り、堂々と歩く姿に保護者の方と共に成長を喜びました。その後、リズム修了式があり、園生活で

ずっと取り組んできたリズム運動、年長になったからこそできる動きなどを、自信をもって披露した子どもたちです。 

 これから新しく学校生活がスタートします。期待と不安でいっぱいの子どもたちだと思いますが、歴木保育所で過ごし

た毎日が「こころのねっこ」になって大きく成長してくれることを、心から祈っています。 

元当事者による 
就労支援体験談・講話の様子 

ラテロジコンサルティング代表 
藤戸 淳さんの講話の様子 

齋藤 眞人校長先生の講話の様子 

羽山台校区に市内１１ヵ所目となる「羽山台子ども・地域食堂（仮称）」が、新たに 

オープンします。今回は、本オープンに向けた予行練習と羽山台校区の防災訓練、 

子どもたちのお別れ会を兼ねており、地域食堂の運営スタッフの皆さんが、カレー 

ライスの炊き出しを担当されました。たくさんのボランティアスタッフが朝早くに 

集まり、調理場の確保やガス台の設置、調理器具や食材の準備と初開催とは思え 

ない手際の良さでとてもスムーズに準備が進められていました。 

当日は、１００食分のカレーが提供され、とても賑わっていました。校区育成部と 

子どもたちが一緒に協力しながら取組んだ今回のイベントで、子どもたちは、自ら 

カレー作りに参加し、熱心に取組み、楽しむ姿が見られ、多世代での地域交流の大 

大切さを改めて感じることができました。  

様々な想いのこもったカレーは、防災訓練終了後に、訓練へ参加された子どもた 

ちや地域関係者、消防隊員等に無料で振舞われ、「美味しい、美味しい！」と舌鼓を    

打たれていました。 

した。 

 

３月１９日、イオンホールにおいて「就労支援セミナー」を開催しました。 

「働きづらさって何？～働きづらさを抱える人へのサポート～」をテーマに、社会福祉

法人キリスト者奉仕会 障害者就労・自立支援センターたんぽぽ 施設長 谷山恵一さんか

ら、就労体験の取組や就職・職場定着までの支援の流れについて、また、ラテロジコンサ

ルティング代表 藤戸淳さんからは、働きづらさを抱える方を企業が雇用する際の留意

点や配慮のポイントについて、企業の立場からご講話をいただきました。 

本会からは、生活支援相談室が実施している就労準備支援事業の概要を説明すると 

ともに、実際に就労支援を利用された方から当時の状況や悩み、支援を受けた感想に

ついてお話しいただきました。 

 当日は、元当事者や家族、支援関係者、就労支援に関心のある企業関係者等、約

２０名の参加がありました。障がいの有無にかかわらず、働くことに不安や困難を抱

えている方の状況は様々であり、周囲の理解と適切な支援が重要であることを改め

て共有する機会となりました。少しの配慮により能力を発揮できる方も多く、必要

な支援や情報につながることの大切さを再認識する内容となりました。 

なお、この日は就労準備支援事業で関わっている方々にも受付スタッフとしてご協 

力いただき、セミナー運営を支えていただきました。今後も本会では、働きづらさを 

抱える方が安心して社会参加できるよう、関係機関と連携しながら支援の充実に取

り組んでまいります。 


